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１．はじめに 

 インド特許出願において、誤訳訂正／補正を行うことが認められています。  

出願人は、通常の特許出願、およびＰＣＴに基づく国際出願の国内段階移行手続後に誤訳の訂正／補正をすること

が可能です。 

 

インド特許法第 57条および同 59条、並びにインド特許規則第 81条によれば、特許の付与前、さらには付与後で

あっても、特許明細書を補正することができます。例えば、出願人は、出願が公開される前、審査される前、および

審査報告に応答するとき等に誤訳を訂正することが可能です。なお、特許付与後に補正されると共に、当該補正が実

体的なものである場合、特許庁長官は補正を公告し、利害関係人は当該補正に異議申立をすることができます。 

 

なお、出願書類は IBの記録と合致している必要があるので、国内段階移行と同時に補正／訂正を行うことはできま

せん。国内段階移行後、誤記の訂正または自発補正による補正が可能となります。 
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